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議題  高等教育機関と連携した創造的な学びの創出 

「特に高校において、県内の高等教育機関と連携した創造的な学び（生徒に課題を提示し、自ら調べ、発表

し、課題解決に向けた議論を行う、ＰＢＬ、アクティブ・ラーニング）を今後本格的に展開していく予定にしてお

り、信州大学、長野県立大学をはじめとした県内の高等教育機関との協力事業を実施する。」 

 

信州大学における取組 

現在の協力体制及び取組状況 

1. 中学校・高等学校との協定 

     上伊那農業高校（農学部）、長野市立長野高校（教育学部）、松本秀峰中等教育学校（人文学部） 

     長野県松本盲学校（附属病院）、長野県松本養護学校（附属病院） 

     須坂園芸高校（繊維学部）、須坂創成高校（繊維学部） 

 

2. 行政機関および教育委員会との協定（大学全体の協定のみ記載） 

     長野県 

長野市、飯山市、塩尻市、須坂市、上田市、伊那市、松本市、大町市、佐久市 

長野県教育委員会、長野市教育委員会、南箕輪村教育委員会 

 

3. 個別の事業等 

・ SSH事業への協力 

・ 信州サイエンスミーティング（県教育委員会： SSH校、理数科設置校等） 

・ 信州サイエンステクノロジーコンテスト（県教育委員会： SSH校、理数科設置校等） 

・ 科学オリンピック（数学、物理、化学、生物、地学、情報） 

・ 青少年向け科学イベント（学部中心にそれぞれのキャンパスで年１回は開催） 

[青少年のための科学の祭典、信州自然誌科学館、ひらめき☆ときめきサイエンス、その他] 

・ 出前講座、放送公開講座、市民開放講座、信州アカデミア（COC+事業） 

 

今後の協力事項 

1. 生徒に対して 

・ 教職員の協力（出前授業、講演会 ＠高校,  演習・実験・実習授業、研究室訪問 ＠大学） 

・ 学生の協力（コア・サイエンス・ティーチャー事業、COC+事業） 

2. 教員に対して 

・ FD講習会（高等教育センター主催）への参加 

 


